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1　事業の概要

miokuri

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

4-4 生命・生活リスクの軽減

事業番号 15 07 01 事業改善シート （30年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

○不登校児童生徒の在籍比は高い状況にあり、欠席日数も学年が上がるにつれて増加傾向にある。ま
た、不登校の本人に係る要因は「不安」や「無気力」が多く、「学業の不振」「家庭」「人間関係をめぐる問
題」が主な複合的要因となっている。
　⇒不登校児童生徒の在籍比（平成28年度）
　　　小学校（県）0.48%（国）0.48%　　中学校（県）2.79%（国）3.01%　　高校（県）1.17%（国）1.47%
○いじめについては、法や条例の制定により「いじめを許さない、見逃さない」という気運が高まっている。
いじめの認知件数は、社会的気運の高まりも相まって平成24年度以降はそれまでよりも高水準となって
いる。平成28年度から「けんかやふざけ合い」も、児童生徒の被害性に着目して認知することとしたため、
大幅に件数が上昇した。ただし、国と比較すると低い状況。
　⇒いじめの認知件数（平成28年度）　　（県）17.8件/1,000人　　（国）23.9件/1,000人
○生徒指導上の諸課題の解消に向けては、心理的な要因や家庭的な背景を含めて児童生徒の理解を
図り、すべての児童生徒にとって「居場所」のある学校づくり、わかる授業づくりを進めるとともに、相談支
援体性の充実を図ることが必要。

30年度予算額 303,469 千円

職員数 9.00 人

kokoro@pref.nagano.lg.jp
総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 生徒指導推進事業費
部局 教育委員会事務局 課・室 心の支援課

実施期間 Ｓ58 E-mail

目指す姿

不登校、いじめ、暴力などの生徒指導上の諸課題に対して、未然防止、早期発見、早期対応に必要な相談支援体制の充実を図り、すべての
児童生徒が安心して学校生活を過ごすことができるようにするため、相談に対応する専門家の資質向上を図るとともに、配置人数を増やすな
ど相談支援体制を充実させる。

（主な実施内容：　　スクールカウンセラー事業、スクールソーシャルワーカー活用事業　など　）

1-1 生きる力と創造性を育む教育の推進 5-1 多様性を尊重する共生社会づくり

1-2 地域とともに取り組む楽しい学校づくり 5-5 子ども・若者が夢を持てる社会づくり

当初予算 254,384 263,454 316,167 303,469 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 28年度末

29年度末
（見込）

30年度前年度繰越

①
ＳＳＷを介した学校と地域関係
機関との連携ケース

926件 1,050件 1,200

Aの
財源

　一般財源 171,205 180,533 217,485 208,212

　国庫支出金 76,956 81,396 97,222

予
算
額 補正予算 -5,922

合計（A) 248,462 263,454

　県　債
②

ＳＳＷの介入により一定の改善
が図られたケース

49.7% 50.0% 50%

　その他 301 1,525 1,460 1,453

93,804

 職員数（人） 9.00 9.00

 概算事業費（B（A）+C） 311,132 334,680 387,393

9.00 9.00

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 28年度 29年度 30要求 30予算案 指標及びその達成状況

316,167 303,469

 決　　算　　額（B） 239,906

概　算
人　件

費

予算要求からの主な変更点
（スクールカウンセラー事業費）配置方法等の工夫や必要時間数の見直しにより人件費等を減額
（いじめ・不登校地域支援事業費）業務体制を工夫することで、相談員１名の増員を見送り

374,695

成果指標
設定理由

①②
いじめ、不登校、暴力行為などの背景にある家庭的な問題に対して、社会福祉や精神保健福祉の専門家であるＳＳＷが介入して、総合的な
支援をすることにより、児童生徒を取り巻く環境等の改善を目指すため、成果指標に設定。

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 71,226 71,226 71,226 71,226

316,167

30年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No 30年度　実施内容

職員数 29年度
細事業名

生徒指導推進事業費 303,469

生徒指導の充実を図り、人間性豊かな児童生徒の健全育成を目指す
ため、スクールカウンセラー事業、スクールソーシャルワーカー活用事
業、子どもと親の相談員配置事業、いじめ・不登校地域支援事業などを
実施。

9.00 263,454

303,469合計 9.00 263,454 316,167

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善

mailto:kokoro@pref.nagano.lg.jp

